米軍に１５０億円（1990～）：有料道路料金など

「地位協定」は極めてリアル・率直に米軍の特権を規定している。日本人必読の書だ！
　在日米軍の特権を定めた日米地位協定は、米軍が道路の使用料、港湾の入港料、　　民間空港の着陸料を支払わずに自由に使用できることを定めています（第５条）。


[image: image1.emf]年度 金額（万円）

1990 53,863

1991 54,235

1992 60,919

1993 64,432

1994 66,753

1995 72,591

1996 78,028

1997 84,338

1998 88,091

1999 97,209

2000 96,474

2001 92,992

2002 101,290

2003 101,396

2004 97,914

2005 93,872

2006 91,784

2007 89,509

1,485,690

　　　内　　訳

有料道路料金 1,469,000

 港湾入港料 14,000

 民間空港

aaa着陸料 3,000

有料道路料金など


日米安保条約の正式名称は？

　『日本国とアメリカ合衆国との間の相互協力及び安全保障条約』

地位協定の正式名称は？
『日本国とアメリカ合衆国との間の相互協力及び安全保障条約　第六条に基づく施設及び区域並びに日本国における合衆国軍隊の地位に関する協定』
まだある優遇　


税金免除（地位協定第１１，１２，１３条）


国税


　所得税、法人税、相続税、譲与税、消費税、　揮発油税　地方道路税、石油ガス税、　　　石油石炭税、関税


（ＮＨＫ受信料：米軍は税金の一種だと主張し支払い拒否）


地方税


　事業税、不動産取得税、ゴルフ場利用税、　　自動車税、軽自動車税、都道府県民税


市町村民税、固定資産税、都市計画税、　　特別土地保有税、法定外普通税、　　　　　法定外目的税、自動車取得税、軽油引取税、事業所税


また、米軍基地爆音訴訟で命じられた賠償金　１２２億円は全額日本政府（国民の税金）負担。税





有料道路料金は観光ツアーのバスも、米兵使用のレンタカーも、日本側で肩代わり。　　日本政府は、これも「問題ない。」
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		有料道路料金など ユウリョウドウロリョウキン

		年度 ネンド		金額（万円） キンガクマンエン

		1990		53,863

		1991		54,235

		1992		60,919

		1993		64,432

		1994		66,753

		1995		72,591

		1996		78,028

		1997		84,338

		1998		88,091

		1999		97,209

		2000		96,474

		2001		92,992

		2002		101,290

		2003		101,396

		2004		97,914

		2005		93,872

		2006		91,784

		2007		89,509

				1,485,690

		　　　内　　訳 ウチヤク

		有料道路料金 ユウリョウドウロリョウキン		1,469,000

		港湾入港料 コウワンニュウコウリョウ		14,000

		民間空港       aaa着陸料 ミンカンクウコウチャクリクリョウ		3,000






